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「車両火災の原因で一番多いもの、それは何

だと思いますか？」こう話を切り出してくださ

ったのは、東京消防庁予防部調査課原因調査係

で車両火災・微小火源火災を担当されている立

川 克（まさる）さん。立川さんは車両火災原因

探求の担当官だ。

各消防署には火災を検証する担当官が配属さ

れているが、消防本部庁舎の立川さんは「現場

で対応しきれない事件」、つまり車両火災の原

因究明が難解な事例の場合にのみ、出動する車

両火災のスペシャルエージェントと言えよう。

立川さんは話を続ける「『平成15年度における

車両火災の原因と出火時の状態（図表１参照）』

によると、車両から出火した火災原因の１位は

『金属と金属との衝撃火花』となっております。

これはゴミ収集車がスプレー缶等を回収した

際、収集車内で缶を圧縮する際におきる火花が、

漏れ出した可燃性のガスや液体に引火する事例

です。一般車両の事例ではありませんが、件数

はトップになっております。そして僅差で２位

へ続いているのが『放火』です。一般車両に限

定した場合、車両火災の原因一位は『放火』と

いうわけです」

車両火災の原因の上位に「放火」が入るのは

本当に意外で、全体の約20%（116件）を占めて

いることは、社会の病理がにじみ出た感がある。

車両放火への対策は自動車盗難や車上荒しと

同じ、「カーセキュリティ」が有効だという。

警視庁の発表によると、都内の自動車盗難件

数が平成15年には過去最高の2,331件を記録し、

車上荒しは24,824件にのぼるなど、自動車を狙

った犯罪の勢いはさらに加速している。

ユーザーに対し、こういったデータを基にカ

タンクローリーが炎上した事例

車両火災の実態
連日報道される車両火災。

東京消防庁で車両火災の原因

調査を担当する方にお話をう

かがった。

放火が上位に放火が上位に「車両火災」の原因は放火が上位に

車両火災原因調査のスペシャリスト「東京消防庁予防部
調査課原因調査係　立川 克（まさる）さん」
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ーセキュリティを勧めることで車両火災や盗難

を減らし、カーライフの良き「アドバイザー」

としての信頼を獲得できるきっかけとなるので

はないだろうか。

最近、マスメディアを賑わす

「車両火災」、その件数について

立川さんへ聞いてみた。

「車両火災の件数はここ６年

間、ほぼ横ばいとなっています

（図表２参照）。むしろ、平成10

年をピークにその後は減少傾向

です」とのこと。

事実、車両火災件数の推移は

立川さんの言うとおりで、車両火災による「損

害額」はむしろ激減している（図表３参照）。こ

れについて立川さんは「以前と比べ、全焼火災

「車両火災」は本当に
増えているのか
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図表1　主な出火原因別・車種・出火時の状態 （東京消防庁『火災の実態（平成16年版）』より抜粋）

図表2　全火災件数に占める車両火災件数の推移（最近6年間）
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が減っているのが直接の原因だと考えます。ま

た、高年式の車両（車両査定価格が低い）が火災

を起こす割合が増えています。こういった要因

が重なって、損害額が減少しているのではない

でしょうか」と分析する。

財団法人自動車検査登録協力会の調査によれ

ば、2003年３月末の乗用車の平均使用年数（新

規登録してから抹消登録するまでの平均年数）

は10.77年、小型乗用車は10.82年。1976年の同

調査結果が普通乗用車7.05年、小型乗用車6.79

年であることを比べると「愛車を長く乗る」と

いう傾向は強くなっていることがわかる。

自動車を構成する部品は経年劣化するものが

「実を言うと、車両火災の原因には深刻な問

題があるのです…」立川さんは顔を曇らせた。

立川さんは「自動車ユーザーの保守管理責任

の希薄さ」にあると言う。「ボンネットを開け

たことがない（開け方すら解らない）」「いつオイ

ル交換をしたかわからない」という方の話を皆

様も耳にしたことがあるのではないだろうか。

「出火原因をエンジンと限定した場合、とに

かく目に付くのは『エンジンオイル不足による

焼き付き』ですね。エンジンオイルは自動車の

血液とも言える重要なものですが、意外と無頓

着な方がいらっしゃるようです」立川さんは残

念そうに話してくれた。

オイル交換の重要性をユーザーに対し説く機

会が多いと思われるが、セールストークではな

いかと、いぶかしむユーザーもいるのが実情だ。

確かに知識としてはエンジンオイルの重要性を

理解しているユーザーも多いが、目先の小額出

費を惜しむあまり、車両火災をはじめとするト

ラブルや故障の原因を残してしまう。それがか

えって甚大な出費や損失となって返ってくるこ

「車両火災」の裏に潜む問題
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図表3　年別火災状況 （東京消防庁『火災の実態（平成16年版）』より抜粋）

注：治外法権火災は、除いています。

ワンボックスタイプの車両のように、原動機部分が床下に隠れてい
る車両は直接消火活動を行いにくいため、全焼火災になりやすい。

多い。高年式になればなるほど故障や車両火災

になる可能性が上がる。長く乗るからには定期

的なメンテナンスとチェックは欠かせない。
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とに薄々気付きながら…。

「小事」に翻弄されながら、「大事」を後回し

にする。この事象は現在の「自己管理責任意識」

が抱える問題点を浮き彫りにしたものと言える

のではないだろうか。

ーラーが下請けの自動車板金塗装工場に外注

し、修理後ディーラーからユーザーに納車して

いたのですが、下請けの板金塗装工場からの引

き取りからユーザーへ納車するまで、まったく

エンジンルームを診ていなかったことが調査の

結果わかっています」

では、整備事業者がユーザーに対し、車両火

災を防ぐアドバイスで出来ることはないだろう

か。「メンテナンスが原因で車両火災に至るユー「我々は車両火災が発生した場合、まず整備

分解整備と関係があるケースは、どのようなも

のが多いのだろうか。

「取付不良や緩み等はユーザーが自分で部品

交換した場合に多く見られます。整備事業者が

原因で、車両火災に繋がるケースとしては『ウ

エスの置き忘れ』が挙げられます。最近の自動

車のエンジンルームは部品や配線が密集してお

り、死角が多いのです。さらにエンジンカバー

があるため、残留物に気がつかないことがある

ようです。珍しい事例では板金塗装を行った際、

マスキングに使った新聞紙がエンジンルーム内

に残っており、それが排気管に接触し出火した

と思われる事例がありました。この例ではディ

ケースがありました。スピードやパワーを求め

るあまり、安全性を疎かにしてしまうんですか

ね…」と苦笑いする立川さん。

今後、どちらかのタイプのユーザーと接する

機会があった場合、こういった面のアドバイス

をする必要がありそうだ。

しかしながら近年、過剰整備を疑うユーザー

や、些細なことでクレームをつけるユーザーも

いる。そういったお客様に対しても支障なく行

えるアドバイスの仕方とは、どのようなものな

のだろうか。

記録簿のチェックから

始めます」と立川さん。

火災検証の担当官にと

って整備記録簿は直近

の整備内容から車両火

災の原因を検証する最

適な資料となり、メン

テナンス状況の把握は

車両火災の原因追及に

は欠かせないという。

では、整備事業者の

作業が原因で車両火災

となるケースはどうい

ったものがあるのだろ

うか。緩みや取り付け

不良による火災も出火

理由では上位に挙がっ

ているが（図表４参照）、

ザーの傾向は二つあり

ます。それは、『いじり

なさすぎ』と『いじりす

ぎ』です」前者は自動車

のメンテナンスに全く

関心のないユーザー、

後者は改造が原因によ

って車両火災を起こす

ユーザーだという。

「追加配線が既存の

配線を破損してしまう

ケースや、無理な加工

で配線や配管を傷めて

しまうケースがありま

す。また、過去目を疑

った事例として『エキ

ゾーストマニホールド

の遮熱板を取り外した』

自動車整備業界と車両火災
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図表4　出火部位と出火理由 （東京消防庁『火災の実態（平成16年版）』より抜粋）



整備 in Tokyo 2004年10月号 23

「自動車整備事業者ができるアドバイスは整

備後の車両を引き渡す際、交換した部品や、劣

化した部品のサンプルを見せ、『ユーザーと一

緒にボンネットの中を確認すること』ではない

でしょうか。これはユーザーに経年劣化するゴ

ム部品や配線類を直に見て触ってもらって理解

してもらう大変に良いきっかけとなります。こ

れにより、ユーザーも自動車メンテナンスに興

味を持つことができますし、劣化部品の認知に

繋がる可能性もあります。私がこんな事を言う

にご協力いただければ、と思います。もし、車

から火が出た場合、一つ目は、エンジンを切り、

鍵を抜くこと。これは燃料タンクからエンジン

ルームへ燃料の供給を遮断するだけでなく、バ

ッテリーからの漏電や短絡を防ぎ、延焼を食い

止めることが出来ます。そして二つ目は、ボン

ネットオープナー（運転席からボンネットのロ

ックを解除するレバーのこと）を引いていただ

くこと。これにより、消防隊員が到着した際、

火災源に対し直接消火活動が行えるようにな

り、鎮火までの時間を早めることが出来ます。

ボンネットオープナーのワイヤーが焼き切れた

場合、切断機等を使用してエンジンルームをこ

じ開けなくてはならないため消火活動が滞って

しまい、被害が拡大してしまうおそれがあるの

です。皆様は車両火災と言うと、走行中に突然

ボンネットが跳ね上がり、すぐにガソリンタン

クへ引火して大爆発、爆煙が車両を包み込む…

という映画やドラマのようなイメージをお持ち

かと思います。実際には、エンジンルーム内か

ら出火した場合、車両火災が原因でガソリンタ

ンクが爆発することはありません。また、車室

内に火が移るまで、多少の時間がかかります。

万一のときでも、焦らず落ち着いて行動してい

ただきたいと思います」

のもおこがましいのですが、こう

いったサービスが車両火災を減ら

し、ユーザーとの信頼の絆を深め

る良い機会になるのではないでし

ょうか」と立川さん。

＊

では車両火災に巻き込まれた

際、どのような行動を取れば良い

のだろうか。

「万が一、車両火災になってし

まったときは、まず身の安全を確

保していただくことが第一です。

その上で可能であれば迅速な消火

活動を行うためにも、以下のこと

「愛車を長く乗る」という傾向が強くなっているため、ユー
ザーへ旧年式車についての注意を喚起する必要がある。

車両火災は自分だけでなく、社会に対しても大きな損害や迷惑を与える。

整備事業者や自動車ユーザーができること

取材協力、写真提供：東京消防庁
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